
コラム
column

擾じ
ょ
う
ら
ん
乱
で
勝

利
し
た
足

利
尊
氏
が
、

春
日
八
郎

行ゆ
き

元も
と

に
戦

い
の
勲
功

と
し
て
、

足
立
郡
桶お
け

皮が
わ
郷ご
う
内な
い
菅す
が
谷や

村む
ら
を
恩
賞
地
と
し
て
あ

て
が
っ
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
こ

の「
桶
皮
郷
内
菅
谷
村
」は
、
現
在
の

菅
谷
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
お

り
、
か
つ
て
中
世
城
館
が
あ
っ
た
場

所
と
し
て
今
で
も
菅
谷
北
城
跡
と
呼

ば
れ
て
い
る
場
所
が
あ
る（『
広
報
あ

げ
お
』10
月
号
参
照
）。

　
時
代
が
下
り
永
禄
六（
１
５
６
３
）

年
、
岩い
わ
付つ
き
城
主
で
あ
っ
た
太
田
資す
け
正ま
さ

が
小こ

室む
ろ
郷（
現
伊
奈
町
小
室
）の
赤あ
か
井い

坊ぼ
う

に
立
て
た
制せ
い

札さ
つ

に
は「
沼
を
埋
め

立
て
る
者
が
い
た
ら
処
罰
す
る
」と

あ
る
。
こ
の
沼
と
は
原
市
沼
の
こ
と

で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。そ
の
後
、

岩
付
太
田
氏
の
家
政
を
後
北
条
氏
が

掌
握
し
た
後
に
出
さ
れ
た
、
永
禄
十

（
１
５
６
７
）年
の
北
条
家
印い
ん
判ぱ
ん
状じ
ょ
うに

は
、
原
宿
の
代
官
職
を
平
林
寺
の
泰た
い

翁お
う
そ
う
あ
ん

宗
安
に
命
じ
た
と
あ
る
。
こ
の
原

宿
と
は
、
現
在
の
原
市
に
あ
た
り
、

同
年
の
北
条
家
検け

見み

書か
き
出だ
し
や
檀だ
ん
那な

引ひ
き

付つ
け

注ち
ゅ
う
も
ん文
写（
年
未
詳
）な
ど
の
い
く

つ
か
の
文
書
に
も
原
宿
の
文
字
が
散

見
さ
れ
る
。

　
今
回
は
、
数
あ
る
中
の
一
部
を
紹

介
し
た
に
過
ぎ
な
い
が
、
古
く
か
ら

残
る
こ
れ
ら
の
地
名
は
、
中
世
の
昔

よ
り
現
在
ま
で
連
綿
と
受
け
継
が
れ

た
貴
重
な
文
化
財
と
い
え
る
か
も
し

れ
な
い
。�

（
上
尾
市
生
涯
学
習
課
）

　
上
尾
市
内
の
地
名
に
は
、
中
世
以

降
の
古
文
書
に
そ
の
名
が
残
っ
て
い

る
も
の
が
い
く
つ
か
あ
る
。

　
最
も
古
い
記
録
と
し
て
は
、
鎌
倉

時
代
の
上
尾
市
域
を
支
配
し
て
い
た

足
立
氏
一
族（『
広
報
あ
げ
お
』11
月

号
参
照
）の
系
図
を
記
し
た「
足
立
系

図
」に
、
足
立
遠と
お

景か
げ

の
居
館
の
地
を

「
安
須
吉
」と
号ご
う
し
た
と
あ
り
、
こ
れ

は
現
在
の
畔
吉
地
区
と
み
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
康こ
う
歴れ
き
二（
１
３
８
０
）年
の

「
足
利
氏う
じ
満み
つ
御み
ぎ
ょ
う
し
ょ

教
書
」（
写
真
１
）に
は

「
足
立
郡
畔
牛
郷
内
」と
あ
り
、
足
立

系
図
の
安
須
吉
は「
畔
吉
」ま
た
は

「
畔
牛
」の
同
音
異
字
の
表
記
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
詳
し
い
年
代
は
定
か

で
は
な
い
が
、
畔
吉
は
南
北
朝
時
代

か
ら
見
ら
れ
る
地
名
で
あ
る
。

　
年
代
と
地
名
が
は
っ
き
り
し
て
い

る
最
も
古
い
記
録
と
し
て
は
、
建
武

元（
１
３
３
４
）年
の「
足
利
直た
だ

義よ
し

下げ

知ち

状じ
ょ
う」（
写
真
２
）が
あ
る
。
足
利
直

義
が
相
模
の
三
浦
時と
き
継つ
ぐ
に
、
鎌
倉
攻

め
の
勲
功
の
賞
と
し
て
、
武
蔵
国
大

谷
郷
・
相
模
国
河
内
郷
の
地
頭
職
を

あ
て
が
っ
た
と
い
う
記
述
で
あ
る
。

こ
の「
武
蔵
国
大
谷
郷
」は
、
現
在
の

大
谷
本
郷
と
す
る
説
が
有
力
と
な
っ

て
い
る
。
な
お
、
現
在
の
地
頭
方
や

壱
丁
目
も
当
時
の
名
残
を
と
ど
め
る

地
名
で
あ
る
。
地
頭
方
は
、
鎌
倉
時

代
に
荘
園
領
主
と
地
頭
が
土
地
の
所

有
権
を
争
い
、
地
頭
方
と
領
家
方
に

分
け
た
名
残
の
地
名
と
い
わ
れ
て
い

る
。
ま
た
壱
丁
目
は
、
地
頭
に
与
え

ら
れ
た
土
地
を
意
味
す
る「
壱い
っ
ち
ょ
う
め
ん

町
免
」

が
変
化
し
た
言
葉
で
あ
る
。

　

文
和
元（
１
３
５
１
）年
の「
足
利

尊
氏
袖そ
で
判は
ん

下く
だ
し
文ぶ
み
写
」に
は
、
観か
ん
応の
う
の

　畔吉の徳星寺には、貴重な古文書が数多く
残されており、岩付城主・太田氏

うじ
房
ふさ
の印判状

1点と徳川家康以下歴代の将軍の寺
じりょう
領朱

しゅいんじょう
印 状

12点の計13点が市指定文化財になっている。
　天正17（1589）年の太田氏房印判状（写真1）
は、市内に現存する唯一の中世文書であり、
文書としては市内最古である。内容は太田氏
房が奉行である円

えん
阿
あ
弥
み
に命じて、畔吉の在地

の代官であった井
い
原
ばら
土
と
佐
さの
守
かみ
に印判状を発給し

て、同地の徳星寺の門前の諸役を免除し、不
ふ

入
にゅう
の地としての特権を認めたというものである。

　一方、寺領朱印状は徳川家将軍初代家康の
寄
き
進
しん
状（写真₂）と、₂代秀忠以下全盛期の時

代を中心とした歴代将軍の継
つぎ
目
め
安
あん
堵
ど
の朱印状

である。家康の寄進状は、天正19（1591）年に
出されたもので「武州上足立郡阿世吉郷」のう
ち₃石の寺領寄進と寺

じっ
中
ちゅう
不入の旨が記されて

いる。
　どちらの文書からも畔吉地区の名前が見ら
れ、市内では珍しく中世からの歴史が豊富に
残る地域となっている。

古
文
書
に
残
る

上
尾
の
古
い
地
名

徳
と く

星
しょう

寺
じ

の古文書

写真₁　足利氏満御教書（上尾市史より）

２86

密蔵院密蔵院

さいたま
水上公園
さいたま
水上公園

上尾陸橋上尾陸橋

鎌倉橋鎌倉橋

鎌倉街道道標・
むくの木
（東町会館）

鎌倉街道道標・
むくの木
（東町会館）

二ツ宮氷川神社二ツ宮氷川神社

上尾環伏
線

上尾環伏
線

上尾蓮田
線

上尾蓮田
線

上
尾
駅
上
尾
駅

旧
中
山
道

旧
中
山
道

芝
川
芝
川

北
上
尾
駅

北
上
尾
駅

↑
桶
川
↑
桶
川

大
宮
↓
大
宮
↓

国
道
17
号

国
道
17
号

さ
い
た
ま
菖
蒲
線

さ
い
た
ま
菖
蒲
線

上尾市役所上尾市役所
平塚公園平塚公園

県上尾運動公園県上尾運動公園

J
R
高
崎
線

J
R
高
崎
線

N
N

上尾蓮田
線

上尾蓮田
線

↑
桶
川

荒
川

鴨
川

芝
川

大
宮
↓

Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
線（
東
北
本
線
）

東
北・上
越
新
幹
線

埼
玉
新
都
市
交
通

ＪＲ
高
崎
線

国
道
17
号旧

中
山
道北上尾駅

上尾市民
体育館

上尾丸山公園

畔吉

壱丁目

菅谷

原市

原市沼

大谷本郷
地頭方

徳星寺

さいたま
水上公園

原市駅

沼南駅

県上尾運動
公園

文化センター

上尾市役所

上平
公園

上尾駅

上尾市

写真１　太田氏房印判状。右端上部に
「畔吉」の文字が見られる

写真₂　徳川家康の寄進状。右から三
行目に「阿世吉」の文字が見られる

地名が語る上尾の歴史

写真₂　足利直義下知状（上尾
市史より）

37 広報あげお　2015.1　No.970


